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(百万円未満切捨て)

１．平成30年９月期第１四半期の業績（平成29年10月１日～平成29年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年９月期第１四半期 682 ― 29 ― 29 ― 18 ―

29年９月期第１四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年９月期第１四半期 18.30 15.94

29年９月期第１四半期 ― ―

(注) １．平成29年９月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成30年９月期第１四半

期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。

２．平成29年11月２日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。第７期の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算出しております。

３．当社は、平成29年12月19日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第７期第１四半期累計期間の

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から当第１四半期会計期間末までの平均株価を期

中平均株価とみなして算定しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年９月期第１四半期 983 511 52.0

29年９月期 683 195 28.7

(参考)自己資本 30年９月期第１四半期 511 百万円 29年９月期 195 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年９月期 ― ― ― 0 00 0.00

30年９月期 ―

30年９月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
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３．平成30年９月期の業績予想（平成29年10月１日～平成30年9月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,000 31.9 153 23.1 153 22.8 98 14.2 86.49

(注) １．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．第２四半期累計期間の業績予想は行っておりません。

３．平成30年９月期（予想）の１株当たり当期純利益は公募予定株式数（170,000株）を含めた予定期中平均発

行済株式数により算出し、オーバーアロットメントによる売出しに関する第三者割当増資分（最大25,600

株）は考慮しておりません。

　

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年９月期１Ｑ 1,180,000株 29年９月期 1,000,000株

② 期末自己株式数 30年９月期１Ｑ ―株 29年９月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年９月期１Ｑ 1,025,435株 29年９月期１Ｑ ―株

　(注) 当社は、平成29年11月２日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。平成29年９月期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における我が国経済は、企業収益の回復や雇用情勢の改善により、景気は緩やかな回復基

調で維持いたしましたが、米国の政策運営の動向や不安定な北朝鮮情勢など、依然として海外情勢の影響が懸念さ

れ、先行き不透明な状況が続いております。コンサルティング市場においては、金融機関等の情報システム投資や

グローバル展開に対応するためなどのIT投資が進み、堅調に推移しました。

このような経営環境の中、当社のプロフェッショナル人材向けサービス事業は、あらゆる業界に対し多様な経営

課題の解決のために引き続き事業活動を推進してまいりました。また、主要サービスである「FreeConsultant.jp」

の登録人数が6,200名を突破しました（平成29年12月末時点）。

これらの結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高682,350千円、営業利益29,387千円、税引前四半期純利益

29,447千円、四半期純利益18,761千円となりました。

なお、当社は、プロフェッショナル人材向けサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は

しておりません。

(注) サービス名は商標又は登録商標です。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期会計期間末における資産の残高は、983,346千円となり、前事業年度末に比べ300,241千円増加しま

した。これは主に、現金及び預金が253,561千円、売掛金が23,680千円、敷金が23,915千円増加したことによりま

す。

(負債)

当第１四半期会計期間末における負債の残高は、472,018千円となり、前事業年度末に比べ15,296千円減少しまし

た。これは主に、買掛金が20,856千円増加し、未払法人税等が33,579千円、未払消費税等が10,012千円減少したこ

とによります。

(純資産)

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、511,327千円となり、前事業年度末に比べ315,537千円増加し

ました。これは増資により資本金及び資本準備金が148,388千円、利益剰余金が18,761千円増加したことによりま

す。

なお、純資産の内訳は、資本金が168,388千円、資本剰余金が148,388千円、利益剰余金が194,551千円でありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2018年９月期の業績予想につきましては、2017年12月19日に公表いたしました業績予想の数値から変更はござい

ません。当資料に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 398,251 651,813

売掛金 249,644 273,324

前払費用 7,982 13,170

繰延税金資産 7,587 2,116

その他 176 35

流動資産合計 663,642 940,459

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 640 640

工具、器具及び備品 1,716 1,716

減価償却累計額 △1,611 △1,815

有形固定資産合計 744 540

無形固定資産

商標権 313 303

ソフトウエア 1,145 1,060

無形固定資産合計 1,459 1,363

投資その他の資産

出資金 50 50

長期前払費用 9,833 9,686

繰延税金資産 857 811

敷金 6,518 30,433

投資その他の資産合計 17,258 40,982

固定資産合計 19,461 42,886

資産合計 683,104 983,346

決算短信（宝印刷） 2018年02月09日 14時34分 5ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）



株式会社みらいワークス(6563) 平成30年９月期 第１四半期決算短信

4

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 360,480 381,337

未払金 36,773 37,124

未払費用 8,482 8,185

預り金 12,005 15,632

未払法人税等 39,912 6,322

未払消費税等 19,930 9,917

賞与引当金 9,729 4,499

その他 ― 9,000

流動負債合計 487,314 472,018

負債合計 487,314 472,018

純資産の部

株主資本

資本金 20,000 168,388

資本剰余金 ― 148,388

利益剰余金 175,790 194,551

株主資本合計 195,790 511,327

純資産合計 195,790 511,327

負債純資産合計 683,104 983,346
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 682,350

売上原価 547,784

売上総利益 134,566

販売費及び一般管理費 105,179

営業利益 29,387

営業外収益

その他 60

営業外収益合計 60

経常利益 29,447

税引前四半期純利益 29,447

法人税、住民税及び事業税 5,168

法人税等調整額 5,517

法人税等合計 10,685

四半期純利益 18,761
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年12月19日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、平成29年12月18

日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行170,000株により、資

本金及び資本準備金がそれぞれ143,888千円増加しております。また、当社が平成27年６月24日に発行いたしまし

た当社第１回新株予約権に関し、平成29年12月19日の当該新株予約権の権利行使により、資本金及び資本準備金が

それぞれ4,500千円増加しております。

これらの結果、当第１四半期会計期間末において、資本金168,388千円、資本剰余金148,388千円となっておりま

す。

　

（重要な後発事象）

　（第三者割当増資による新株式の発行）

　当社は、平成29年11月14日及び平成29年11月29日開催の取締役会において、オーバーアロットメントによる売

出しに関連して、株式会社SBI証券が当社株主である岡本祥治より借り入れる当社普通株式の返還に必要な株式を

取得させるため、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式発行を下記のとおり議決しており、平成30年

１月16日に払込が完了いたしました。

①募集方法：第三者割当（オーバーアロットメントによる売出し）

②発行する株式の種類及び数：普通株式25,600株

③発行価格：１株につき1,840.0円

一般募集はこの価格にて行いました。

④引受価額：１株につき1,692.8円

この金額は当社が引受人より１株当たりの新株式払込金として受取った金額であります。

なお、発行価格と引受価額とのの差額の総額は、引受人の手取金となります。

⑤払込金額：１株につき1,445円

この金額は会社法上の払込金額であり、平成29年11月29日開催の取締役会において決定された金額でありま

す。

⑥資本組入額：１株につき846.4円

⑦発行価額の総額：36,992千円

⑧資本組入額の総額：21,667千円

⑨払込金額の総額：43,335千円

⑩払込期日：平成30年１月16日

⑪資金の使途：当社の人材の採用育成費等の運転資金及びオフィス移転費用、業務の効率化を目的としたソフト

ウエアの開発のため
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